
化学 実験プリント（ファラデーの電気分解の法則） 

●目的：硫酸銅（Ⅱ）水溶液を電気分解し、両極の質量変化からファラデー定数を求める。 

●準備：銅板（７．５㎝×４．５㎝）２枚、ビーカー（１００mL、２００mL）、保温容器（発泡スチロール）、

電極ホルダー、電源装置、直流電流計、リード線３本、電子てんびん、ドライヤー、ストップウォッチ 

0.1ｍｏｌ/L 硫酸銅（Ⅱ）水溶液と 1ｍｏｌ/L 硫酸の１：１０混合水溶液 、 純水 、アセトン 

 

●実験：硫酸銅（Ⅱ）水溶液の電気分解からファラデー定数を求める。 

＜操作＞ 

①電解液の準備 １００mLビーカーに１００mLの電解液（硫酸銅（Ⅱ）＋硫酸の混合水溶液）を入れる。

また別に約２００mLの湯を入れた保温容器を用意して、硫酸銅（Ⅱ）水溶液をビーカーごと保温容

器の湯につけて温めておく。（電極反応が起きやすいように温める） 

②電極の準備 銅板２枚を紙やすりで軽く磨き、湿らせたキッチンペーパーで軽くふき取り、表面

のごみや汚れを取り除いておく。 

③電気分解装置の組み立て 銅板２枚（銅板に小さく鉛筆で目印をつけ陽極と陰極を決めておく）

を電極ホルダーの切れ込みに差し込み、１００mLビーカーの硫酸銅（Ⅱ）水溶液に浸す。このとき、

できるだけ水溶液に浸る極板の面積が大きくなるようにする。 

④事前に一度電流を流す 電極をリード線で電源装置（主電源スイッチはオフにして）、電流計（初

めは必ず５Ａの端子）と接続する。回路の点検の後、スイッチを入れて通電する。電源装置の

端子間が直流電圧３Ｖになるように調整しながら、約１～２分間通電してスイッチを切る。 

⑤電極の乾燥 上記の通電の後スイッチを切る（電圧を調整つまみはそのままにしておく）。電極

をホルダーごと溶液から引き上げ、ホルダーから電極を下方向に外して（溶液に浸していた部

分がホルダーの切れ込みとこすれないように）、まず２００mL ビーカーに入れた純水で洗い、次

にドラフト内のアセトン※に浸す。アセトンから引き上げた後、アセトンが完全に蒸発するまで

ドラフト内でドライヤーの温風を当てる。（見た目にアセトンが蒸発しても、さらに温風を当て

て十分に乾燥させること。アセトンの蒸気は吸わないように注意する。） 

  （注意※）アセトンは水に溶ける性質があり、水より蒸発しやすい液体（沸点５６℃） 

⑥電極の質量測定（１回目・電気分解前） 完全に乾燥できたら、それぞれ電子てんびんで質量を

測定すること。（陰極と陽極と取り違えないこと！） 

⑦電気分解の実施（注意：本番を前に湯を取り替える）。実験データを取るための電気分解（本番）

を行う。③、④を参考にして再度装置を組み立る。電気分解の開始（電源装置スイッチオン）

と同時にストップウォッチで時間を計り始め、３Ｖになるように調整しながら、３０秒後から

１分ごとに電流計の値(Ａ)を記録していく。１０分間の電気分解が終了したらスイッチを切る。 

⑧電極の乾燥 ⑤と同様にホルダーから電極を下方向に外して純水で洗う。次にドラフトのアセト

ンの順に浸し、アセトンが完全に蒸発するまでドライヤーの温風を当てて乾燥させる。 

⑨電極の質量測定（２回目・電気分解後） 完全に乾燥できたら、それぞれ電子てんびんで質量を

測定すること。（陰極と陽極と取り違えないこと！）   ※電解液（混合水溶液）は回収 



●結果と考察： 

１．実験装置の全体図 

（配線も含めて）を 

書いて記録しなさい。 

 

２．電流値の記録（目分量で最小目盛りの１／１０の位まで値を読むこと） 

時間 
３０秒 １分 

３０秒 

２分 

３０秒 

３分 

３０秒 

４分 

３０秒 

５分 

３０秒 

６分 

３０秒 

７分 

３０秒 

８分 

３０秒 

９分 

３０秒 

電流値

（Ａ） 

          

★電流の平均値                ★電気量 Ｑ＝ｉ（Ａ）×ｔ（秒） 

  （計算式）                  （計算式） 

 

 

                     Ａ                    Ｃ 

３．電極の質量変化量の記録 

 銅板 （陰極） 銅板 （陽極） 

電気分解前（１回目） ｇ ｇ 

電気分解後（２回目） ｇ ｇ 

変化量 

（増加は＋、減少は－） 
ｇ ｇ 

４．電極における変化をイオン反応式で書きなさい。 

   ★陰極のイオン反応式： 

   ★陽極のイオン反応式： 

５．銅の原子量を ６３．５ として、陰極・陽極の質量変化から、ファラデー定数Ｆ（Ｃ/mol）の値

をそれぞれ求めよ。（Ｑ／Ｆが流れた電子のモル数を表す） 

 （陰極）                 （陽極） 

 

 

 

 

 

６．考察 

 ①どうして希硫酸を加えるのか。 

 

 ②陽極と陰極の質量変化から求めたファラデー定数の違いについて考察しなさい。 

 

（    ）組（    ）番 氏名（            ） 



 

 

 電気量Ｑ（Ｃ）＝電流ｉ（Ａ）×時間ｔ（秒） 

 

 

電気量Ｑ 

電流（ｍＡ） 

時間（分） 

平均値 

１０分間 


